
ＧＩＳアクションプログラム2002-2005の構成

＜目指すべき姿＞
＜e-Japan重点計画の推進＞ ＜民間でのＧＩＳの新たな動き＞

○電子政府の推進 ○特定分野での利用から幅広い利用へＩＴ社会の実現時に、
電子申請・届出等の推進 （カーナビ、携帯電話等の国民に身近な①様々な行政分野における効率化・迅速化、サービスの質の向上
○電子自治体の推進 等 分野への普及、位置情報サービス②産業分野における新しいビジネスモデルの創造、新規雇用の形成

への展開）③国民生活全般における安価で質の高い各種サービスの享受 を実現

政府の果たすべき役割を踏まえ、以下の目標を設定＜目標＞

① ＧＩＳを利用する基盤環境の概成 ②政府の各分野において
ＧＩＳを有効に活用し、
行政の効率化と質の高いア．国土空間デー イ．地理情報の電 ウ．空間データ基 エ．ＧＩＳの本

行政サービスを実現タ基盤に関する標 子化・流通を促進 盤に該当する項目 格的な普及

準化と政府による する観点からの制 の電子化を概ね終

率先使用 度・ガイドライン 了し、広く提供

の整備

＜政府が実施する主な施策＞

１．国土空間データ基盤に関す ２．地理情報の電子化・流通を促 ３．地理情報の電子化と提供の推進 ４．ＧＩＳの本格的な普及支援 ５．ＧＩＳを活用した行政の効率

る標準化と政府の率先使用 進する観点からの制度・ガイド 化、質の高い行政サービスの実○数値地図 、数値地図 、 ○統合型ＧＩＳの普及促進2500 25000

ラインの整備 現○地理情報標準のＪＩＳ化 街区レベル位置参照情報の定期 ○地域におけるＧＩＳ普及のた

○申請、届出等における添付地○Ｇ－ＸＭＬの国際標準化機 ○主要な地理情報（ 種類の地 的更新 めの自発的な取り組み支援19

図について、ＧＩＳの観点か構への提案 図等）について、電子地図に ○数値地図 等のインターネッ ○ＧＰＳ、３次元ＧＩＳ等に関25000
ら横断的に検討すべき事項 地○地理情報標準、Ｇ－ＸＭＬ も対応した制度・運用へ トによる提供の推進 連する技術開発の推進 （

図の形式等）を検討の普及と政府による率先使 ○電子納品の実現のための具体 ○民間データを活用するための官民 ○新たなビジネスモデル創造の

用 的施策の実施 共通の品質評価表の策定、新たな ための環境整備 ○防災、交通安全、教育、農林

○政府による地理情報の提供に 契約形態の調査、検討 ○ＧＩＳの普及活動の充実と国 水産、環境等の分野でＧＩＳ

係るガイドライン策定 ○基本空間データ、デジタル画像の 際協力の推進 を積極活用

電子化・提供


